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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第16期

第３四半期連結
累計期間

第17期
第３四半期連結

累計期間

 
第16期

 

会計期間
自 2017年10月１日
至 2018年６月30日

自 2018年10月１日
至 2019年６月30日

自 2017年10月１日
至 2018年９月30日

売上高 (千円) 1,668,063 1,409,543 2,248,324

経常利益又は経常損失（△） (千円) 47,058 △189,515 25,303

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純損失（△）

(千円) △2,938 △233,203 △45,792

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △2,938 △233,203 △45,792

純資産額 (千円) 1,477,088 1,172,154 1,434,825

総資産額 (千円) 3,168,131 2,659,899 3,170,416

１株当たり四半期（当期）純損失
（△）

(円) △0.43 △34.24 △6.67

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 46.4 44.5 45.1
 

 

回次
第16期

第３四半期連結
会計期間

第17期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年６月30日

自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

１株当たり四半期純利益又は１株当
たり四半期純損失（△）

(円) 2.41 △5.04
 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、希薄化効果を有する潜在株式は存在するもの

の１株当たり四半期（当期）純損失のため、記載しておりません。

４.「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標

等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、2019年６月24日付けで、第三者割当増資の引き受け及び株式の取得により、株式会社HACCPジャパンを子会社

化しておりますが、資産、売上高、損益、利益剰余金等に及ぼす影響が僅少であり、現時点では要性が乏しいため、

非連結子会社としております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び当社の関係会社)が

判断したものであります。

　

（1）経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用情勢の改善、設備投資の増加等を背景に、

緩やかな回復基調の動きが続いております。一方で、米中貿易摩擦の激化など国際経済の不確実性も依然として懸

念されており、先行きは不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループにおきましては、中長期的な更なる成長に向けて、各事業会社がそれぞれ

の特性に合わせた積極的な施策を推進してまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高1,409,543千円（前年同四半期比15.5％減）、営業損失

193,867千円（前年同四半期は営業利益54,742千円）、経常損失189,515千円（前年同四半期は経常利益47,058千

円）、親会社株主に帰属する四半期純損失233,203千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失2,938

千円）となりました。

　

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

　

（コミュニケーション・セールス事業）

コミュニケーション・セールス事業におきましては、新たな顧客層の取り込みを図るためマスメディアを使っ

た広告宣伝による先行投資を行っておりますが、依然として新規顧客の獲得に苦戦する状況が続いております。

その他、Web・スマホ対応にも注力してまいりました。これにより売上高928,989千円（前年同四半期比18.1％

減）、セグメント損失231,421千円（前年同四半期はセグメント損失12,571千円）となりました。今後、コミュニ

ケーション・セールス事業の営業効率の向上及びコスト削減を図ることを目的とし、2019年６月21日の当社取締

役会にて、株式会社フェヴリナを存続会社、株式会社サイエンスボーテを消滅会社とする連結子会社間の合併を

決定しております。

 

（化粧品卸事業）

化粧品卸事業におきましては、前連結会計年度に行いました古くなった角質除去するための製品『ナチュラル

アクアジェル』のパッケージリニューアルに伴う返品やインバウンド需要の低下等により、売上高483,032千円

(前年同四半期比10.1％減)となりました。今後は、認知度を高めるため広告宣伝費の投下やPRの強化、今年２月

に発売した時間をかけずにキレイを叶える新ブランド『JITANNO（ジタンノ）』の販売促進にも注力してまいりま

す。以上のことからセグメント利益73,317千円(前年同四半期比44.7％減)となりました。
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（2）財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は2,659,899千円（前連結会計年度末3,170,416千円）、その

内訳は流動資産2,078,433千円、固定資産581,465千円となり、前連結会計年度末に比べ510,516千円減少いたしま

した。これは主に、現金及び預金の減少461,104千円、売掛金の減少68,045千円、商品及び製品の増加32,794千

円、のれんの減少34,887千円等によるものであります。

 

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は1,487,745千円（前連結会計年度末1,735,590千円）、その

内訳は流動負債783,354千円、固定負債704,391千円となり、前連結会計年度末に比べ247,845千円減少いたしまし

た。これは主に、未払法人税等の減少21,416千円、返品調整引当金の減少22,018千円、株主優待引当金の減少

37,773千円、長期借入金の減少107,211千円等によるものであります。

 

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は1,172,154千円（前連結会計年度末1,434,825千円）とな

り、262,671千円減少いたしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損失233,203千円の計上、自己

株式の増加30,243千円等によるものであります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年８月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 6,973,470 6,973,470
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株で
あります。

計 6,973,470 6,973,470 ― ―
 

（注）「提出日現在発行数」欄には、2019年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金
残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年４月１日～
2019年６月30日

－ 6,973,470 － 882,788 － 348,109
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

(6) 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2019年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

   　　　2019年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 192,700
 

― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,706,100
 

67,061 ―

単元未満株式 普通株式 74,670
 

― ―

発行済株式総数 6,973,470 ― ―

総株主の議決権 ― 67,061 ―
 

(注)１.「完全議決権株式(その他)」欄には、証券保管振替機構名義の株式100株（議決権１個）が含まれております。

２.「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式70株及び証券保管振替機構名義の株式50株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

㈱フォーシーズホールディングス
福岡市中央区薬院
一丁目１番１号

192,700 ― 192,700 2.76

計 ― 192,700 ― 192,700 2.76
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年

６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2018年10月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、三優監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

 第16期連結会計年度　有限責任監査法人トーマツ

　　第17期第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間　三優監査法人
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,942,953 1,481,848

  売掛金 178,729 110,684

  商品及び製品 313,430 346,225

  原材料及び貯蔵品 19,110 38,345

  その他 38,271 101,335

  貸倒引当金 △34 △4

  流動資産合計 2,492,461 2,078,433

 固定資産   

  有形固定資産 33,121 48,827

  無形固定資産   

   のれん 118,216 83,329

   顧客関連資産 334,500 308,769

   その他 80,984 89,337

   無形固定資産合計 533,700 481,435

  投資その他の資産 111,133 51,202

  固定資産合計 677,955 581,465

 資産合計 3,170,416 2,659,899

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 51,570 46,691

  短期借入金 450,000 450,000

  1年内返済予定の長期借入金 142,948 142,948

  未払法人税等 27,177 5,760

  賞与引当金 9,000 7,650

  返品調整引当金 24,063 2,045

  株主優待引当金 41,699 3,926

  その他 143,320 124,332

  流動負債合計 889,779 783,354

 固定負債   

  長期借入金 727,862 620,651

  資産除去債務 17,202 17,238

  その他 100,747 66,501

  固定負債合計 845,811 704,391

 負債合計 1,735,590 1,487,745

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 882,788 882,788

  資本剰余金 348,117 348,807

  利益剰余金 228,062 △5,141

  自己株式 △30,392 △60,636

  株主資本合計 1,428,575 1,165,818

 新株予約権 6,249 6,335

 純資産合計 1,434,825 1,172,154

負債純資産合計 3,170,416 2,659,899
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2017年10月１日
　至 2018年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年10月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 1,668,063 1,409,543

売上原価 391,975 329,558

売上総利益 1,276,087 1,079,984

返品調整引当金戻入額 825 24,063

返品調整引当金繰入額 869 2,045

差引売上総利益 1,276,044 1,102,003

販売費及び一般管理費 1,221,301 1,295,870

営業利益又は営業損失（△） 54,742 △193,867

営業外収益   

 受取利息 2,945 28

 受取賠償金 ― 12,899

 解約返戻金 ― 1,122

 その他 1,243 746

 営業外収益合計 4,189 14,796

営業外費用   

 支払利息 11,728 10,292

 その他 146 152

 営業外費用合計 11,874 10,445

経常利益又は経常損失（△） 47,058 △189,515

特別利益   

 新株予約権戻入益 ― 240

 特別利益合計 ― 240

特別損失   

 減損損失 ― 10,798

 その他 ― 1,201

 特別損失合計 ― 12,000

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

47,058 △201,276

法人税、住民税及び事業税 26,733 2,413

法人税等調整額 23,262 29,514

法人税等合計 49,996 31,927

四半期純損失（△） △2,938 △233,203

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △2,938 △233,203
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2017年10月１日
　至 2018年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年10月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純損失（△） △2,938 △233,203

四半期包括利益 △2,938 △233,203

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △2,938 △233,203

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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【注記事項】

　(追加情報)

  (「『税効果会計に係わる会計基準』の一部改正」等の適用)

　「『税効果会計に係わる会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号　平成30年２月16日)等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

(2018年９月30日)

当第３四半期連結会計期間

(2019年６月30日)

クレイトン・ダイナミクス株式会社 126,540千円 114,120千円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間

(自 2017年10月１日

至 2018年６月30日)

当第３四半期連結累計期間

(自 2018年10月１日

至 2019年６月30日)

減価償却費 44,828 千円 46,925 千円

のれんの償却額 34,887 34,887
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間（自　2017年10月１日　至　2018年６月30日）

　　　　　　　　　　(単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

コミュニケー
ション・セー
ルス事業

化粧品
卸事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 1,130,640 537,422 1,668,063 ― 1,668,063

セグメント間の内部売上高又は振替高 3,334 36 3,370 △3,370 ―

計 1,133,975 537,458 1,671,433 △3,370 1,668,063

セグメント利益又は損失（△） △12,571 132,700 120,128 △65,386 54,742
 

 
当第３四半期連結累計期間（自　2018年10月１日　至　2019年６月30日）

　(単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

コミュニケー
ション・セー
ルス事業

化粧品
卸事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 928,557 480,885 1,409,443 100 1,409,543

セグメント間の内部売上高又は振替高 432 2,146 2,578 △2,578 ―

計 928,989 483,032 1,412,021 △2,478 1,409,543

セグメント利益又は損失（△） △231,421 73,317 △158,103 △35,763 △193,867
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

(単位：千円)

利益又は損失
前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

報告セグメント計 120,128 △158,103

全社収益（注）１ 173,700 202,600

全社費用（注）２ △177,726 △195,840

その他の調整額 △61,359 △42,523

四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失（△） 54,742 △193,867
 

（注）１．全社収益は、当社におけるグループ会社からの経営指導料及び受取配当金であります。
２．全社費用は、当社における持株会社運営に係る費用であります。

　

 (１株当たり情報)

 １株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間

(自 2017年10月１日

至 2018年６月30日)

当第３四半期連結累計期間

(自 2018年10月１日

至 2019年６月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △0円43銭 △34円24銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）（千円） △2,938 △233,203

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―
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普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失

（△）（千円）
△2,938 △233,203

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,867 6,809

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有する潜在株式は存在するものの、１株当た

り四半期純損失のため、記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年８月９日

株式会社フォーシーズホールディングス

　取　締　役　会　　御　中

 

 

三優監査法人
 

　
　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 吉　　川　　秀　　嗣 ㊞

 

　
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 堤　　　　　剣　　吾 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フォー

シーズホールディングスの2018年10月１日から2019年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年

４月１日から2019年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年10月１日から2019年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フォーシーズホールディングス及び連結子会社の2019年

６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 
その他の事項

　会社の2018年９月30日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監

査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2018年８月10日付けで無限定の結論を表明して

おり、また、当該連結財務諸表に対して2018年12月26日付けで無限定適正意見を表明している。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 　上

 
 

(注) １. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　 ２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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